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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本

伸銅協会（JCBA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改

正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格であ

る。 

これによって，JIS H 3510:2006 は改正され，この規格に置き換えられた。 

なお，平成 25 年 10 月 21 日までの間は，工業標準化法第 19 条第 1 項等の関係条項の規定に基づく JIS

マーク表示認証において，JIS H 3510:2006 によることができる。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 H 3510：2012 
 

電子管用無酸素銅の板，条，継目無管，棒及び線 
Oxygen free copper sheets, plates, strips, seamless pipes  

and tubes, rods, bars and wires for electron devices 
 

1 適用範囲 

この規格は，展伸加工した電子管用無酸素銅の板，条，継目無管，棒及び線（以下，それぞれ板，条，

管，棒及び線という。）について規定する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS H 0321 非鉄金属材料の検査通則 

JIS H 0500 伸銅品用語 

JIS H 0501 伸銅品結晶粒度試験方法 

JIS H 0505 非鉄金属材料の体積抵抗率及び導電率測定方法 

JIS H 1051 銅及び銅合金中の銅定量方法 

JIS H 1053 銅及び銅合金中の鉛定量方法 

JIS H 1058 銅及び銅合金中のりん定量方法 

JIS H 1062 銅及び銅合金中の亜鉛定量方法 

JIS H 1064 銅中のテルル定量方法 

JIS H 1065 銅及び銅合金中のセレン定量方法 

JIS H 1066 銅中の水銀定量方法 

JIS H 1067 銅中の酸素定量方法 

JIS H 1068 銅及び銅合金中のビスマス定量方法 

JIS H 1069 銅及び銅合金中のカドミウム定量方法 

JIS H 1070 銅及び銅合金中の硫黄定量方法 

JIS Z 2241 金属材料引張試験方法 

JIS Z 2245 ロックウェル硬さ試験－試験方法 

JIS Z 2248 金属材料曲げ試験方法 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語は，JIS H 0500 による。 

 


